
 
 
 
 
 
 
 
 

■考動する郡築っ子を育む① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■考動する郡築っ子を育む② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■考動する郡築っ子を育む③「たねまき（３・４年）」「学校探検（１・２年）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学校通信   
 
 
 
 

重点目標：自分も人も大切に考動（こうどう）する笑顔いっぱい郡築っ子 
          育てたい資質・能力：共感力（やさしい子）  探究力（考える子）  協働力（たくましい子） 

第２号 
５月２３日発行 
文責：林 

一歩前進 

★交通安全教室★ 
１年生から５年生までを対象（６年生は卒業前に実

施予定）に交通安全教室を実施しました。 

①守るべきことを知る（プレゼン）②実際に体験す

る、といった流れで進めることで、知識が体験と相

まって生きて働く知識となるよい機会となりまし

た。日差しの強い一日でしたが、八代市安全協会、八

代市役所、八代市安全協会郡築支部長木村さん、郡

築駐在所宮川さんのご協力があり、大変有意義な時

間となりました。 

★避難訓練（津波）★ 
郡築しおかぜ保育園と協力して、合同の避難訓練

を実施しました。①地震の揺れから体を守る②津波

の連絡を受けて郡築小３階へ避難③津波の危険がな

くなった連絡を受けて運動場へ避難、といった手順

で行いました。数年ぶりの合同避難訓練となりまし

たが、子供たちは、静かに話や放送を聴くことの大

切さや、並ぶことの大切さを改めて感じたようでし

た。職員間では、迅速な児童数把握の必要性や、保育

園児避難への協力策など、改善案が出されました。

大人も子供も自らの行動を振り返るよい機会となり

ました。 

JA青壮年部の皆さんにご協力いただきながら、３・４年生恒例の「たねま

き」を実施しました。教えてくださる皆さんの話を静かに聴き、その後の種ま

きに集中して取り組む姿が見られました。場に応じた行動が身につき、昨年

度より一歩前進した子供たちの姿がありました。とても嬉しく思いました。 

学校探検（１・２年生）では、学校の各所（校長室や職員室など）を１年生に説

明しようと頑張る２年生の姿と、知らないことを質問しようとする好奇心一杯

の１年生の姿がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５月の主な行事等（５月２４日～） 
24（水）七中校区人権レポート研修会※13:30全児童下校 
26（金）運動会準備（午後） 27（土）運動会（午前中開催）12時30分下校 29（月）弁当日【運動会に係る予備日】 
30（火）眼科検診 31（水）七中校区合同研修 
６月の主な行事等・・・★６月２３日（金）に予定しておりました授業参観は、都合により７月６日（木）に延期します。 
   ２（金）避難訓練（引き渡し訓練） ５（月）職員救急救命講習 ７（水）体力テスト ９（金）プール掃除  

14（水）郡築汐風学校づくり協議会（５時間授業） 19（月）プール開き週間、八代教育事務所学校訪問   
26（月）委員会活動  

7月の主な行事等（案） 
   ６（木）授業参観・学級懇談会 14（金）七中校区健康教育講演会  

20（木）第1学期終業式 21（金）水泳教室・・・・・・・※8月25日（金）第2学期始業式 

令和５年度運動会スローガン： 「勝ち負けなし！」最後まで全力 笑顔あふれる運動会 

５月末という早い時期の運動会に向け、代表委員会で

スローガンが決定されました。その後、子供たちは、応援

団を中心に応援の仕方を考え、実際に下級生に教えるこ

とに取り組みました。1回目の練習では、下級生を並べた

り、指示を出したりすることに思い悩む姿が見られまし

た。 

その後、２回目に向けて、各団ともに綿密な計画を立て

て臨みました。すると、計画通りに物事が進み、嬉しそう

な子供たちの顔が多く見られました。「考動（こうどう）」

することを体験し、自信を得た瞬間でした。 

 

運動会が近づくにつれ、学級から響く歌声や運動場か

ら聞こえる歓声や返事が日増しに大きくなり、運動会当日

が今から楽しみになってきました。 

私たち大人は、つい「転ばぬ先の杖」を子供たちに与え

てしまいがちですが、自ら試行錯誤した結果成功した時

の喜びに勝るものはありません。 

 

「育ての意識」を大事にしたいものです、より確かな自

信を獲得させるために。これこそが、開拓魂につながる

体験です。 

①代表委員会の様子 

②難しかった 
１回目の応援練習 

③自信のついた 
２回目の応援練習 

④緊張した１回目の全体練習 

萩平さんからいただ
いた花や大木用務
員が育てた花が校
庭を彩っています。 


